
■インド：政府、外資による送電投資を制限へ 

2017年 5月 22日付の報道によると、インド政府は相互主義に基づき、インド企業の進出

が制限されている国からの送電投資を制限する。すでに外国投資政策を管轄する商工省と

の間で調整が済んでおり、今後 1カ月以内に正式な覚書が交付される見通し。具体的には、

送電事業を外資に開放していない中国企業が影響を受けることになる。外資の制限は今後、

配電部門や発電部門にも拡大する予定としている。これに先立ちゴヤル電力相が 5月 10

日、電気事業の外資参入を制限する方針を明らかにしていた。 

 

 


